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(57)【要約】
　冷却効率が高く、信頼性の高い組電池を提供する。セ
パレータの本体部の一方の面と角形電池の間に形成され
た第１の通路（１６ａ）と、セパレータの本体部の他方
の面と角形電池の間に形成された第２の通路（１６ｂ）
とが、上方から下方に交互に設けられており、セパレー
タの側壁部には開口（１５）が設けられており、開口（
１５）により第１の通路（１６ａ）ないし第２の通路（
１６ｂ）が露出している組電池。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対のエンドプレートと、
　前記一対のエンドプレートの間にセパレータを介して積層された複数の角形電池と、を
備えた組電池であって、
　前記角形電池は、底面、一対の大面積側面及び一対の小面積側面を有し、
　前記セパレータは、本体部と、前記本体部の幅方向の両端に設けられた一対の側壁部を
有し、
　前記本体部は隣り合う二つの前記角形電池の間に配置され、
　前記本体部は、上方から下方に交互に設けられた縦方向に延びる垂直部と横方向に延び
る水平部を有し、前記垂直部の端部は前記水平部の端部に接続されており、
　前記本体部の一方の面と前記角形電池の間には熱交換気体が通過する第１の通路が設け
られており、
　前記本体部の他方の面と前記角形電池の間には熱交換気体が通過する第２の流路が設け
られており、
　前記第１の通路と前記第２の通路が上方から下方に交互に設けられており、
　前記側壁部は、隣り合う二つの前記角形電池のそれぞれの前記小面積側面と対向するよ
うに配置され、
　前記側壁部は開口を有し、
　前記開口により前記第１の通路及び前記第２の通路の少なくとも一方が露出している組
電池。
【請求項２】
　前記側壁部には前記開口が複数設けられ、
　前記複数の開口は縦方向に並べられ、
　前記複数の開口により、前記第１の通路及び前記第２の通路が露出している請求項１に
記載の組電池。
【請求項３】
　前記水平部の縦方向の厚みが、前記垂直部の横方向の厚みよりも大きい請求項１又は２
に記載の組電池。
【請求項４】
　一つの前記開口から、前記本体部の一方の面側に位置する前記角形電池の前記小面積側
面と、前記本体部の他方の面側に位置する前記角形電池の前記小面積側面が露出している
請求項１～３のいずれかに記載の組電池。
【請求項５】
　一つの前記開口から前記第１の通路又は前記第２の通路が露出し、上方から下方にかけ
て前記第１の通路が露出する前記開口と前記第２の通路が露出する前記開口が交互に設け
られている請求項２～４のいずれかに記載の組電池。
【請求項６】
　バインドバーを備え、
　前記バインドバーは、一方端が前記一対のエンドプレートの一方に接続され、他方端が
前記一対のエンドプレートの他方に接続され、
　前記バインドバーは、前記組電池の側面に配置されている請求項１～５のいずれかに記
載の組電池。
【請求項７】
　前記セパレータは、前記本体部の下端部に底部を有し、
　前記底部は前記角形電池の底部と対向するように配置され、
　前記底部は前記本体部の一方の面側において、底部第１領域及び底部第２領域を有し、
前記底部第１領域は、前記底部第２領域よりも上方に位置し、
前記底部第１領域は、前記セパレータに隣接する別の前記セパレータの前記底部第２領域
の上面側に配置され、
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前記底部第２領域は、前記セパレータに隣接する別の前記セパレータの前記底部第１領域
の下面側に配置される請求項１～６のいずれかに記載の組電池。
【請求項８】
　前記角形電池の積層方向における前記本体部から前記底部第２領域の端部までの距離は
、前記角形電池の積層方向における前記本体部から前記底部第１領域の端部までの距離よ
りも大きい請求項７に記載の組電池。
【請求項９】
　前記角形電池の積層方向における前記底部第２領域の端部は、前記本体部からの距離が
徐々に小さくなる傾斜部を有する請求項８に記載の組電池。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の組電池を備えた車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の角形電池をセパレータを介して積層した組電池、およびそれを備えた
車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電力を駆動源とするハイブリッド自動車や電気自動車等において、複数の角形電
池が直列または並列に接続された組電池が用いられている。 
【０００３】
　組電池において、隣り合う角形電池の間にはセパレータが配置される。このセパレータ
は、角形電池同士が直接接触することを防止する役割を有する。また、セパレータに凹凸
を設け、角形電池とセパレータの間に冷却気体が流れる通路を形成することにより、角形
電池が発熱した場合にこの通路に冷却気体を流し角形電池を冷却することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－００４５２３号公報
【０００５】
　上記特許文献１では、セルバリア（セパレータ）のベース部に突出部を設け、セルバリ
アとバッテリセルの間に熱交換媒体が通過する通路を設けることが開示されている。また
、セルバリアがフランジ部を有し、このフランジ部に開口部を形成することが開示されて
いる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ハイブリッド自動車や電気自動車等に用いられる車両用の組電池では、事故等により車
両が破損し組電池に強い衝撃が加わったとしても、組電池が破損し角形電池に異常が生じ
ることを防止する必要がある。本発明は、角形電池の冷却性能を維持し、且つ高い信頼性
を有する組電池を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の組電池によれば、一対のエンドプレートと、前記一対のエンドプレー
トの間にセパレータを介して積層された複数の角形電池と、を備えた組電池であって、
　前記角形電池は、底面、一対の大面積側面及び一対の小面積側面を有し、前記セパレー
タは、本体部と、前記本体部の幅方向の両端に設けられた一対の側壁部を有し、前記本体
部は隣り合う二つの前記角形電池の間に配置され、
　前記本体部は、上方から下方に交互に設けられた縦方向に延びる垂直部と横方向に延び
る水平部を有し、前記垂直部の端部は前記水平部の端部に接続されており、
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　前記本体部の一方の面と前記角形電池の間には熱交換気体が通過する第１の通路が設け
られており、前記本体部の他方の面と前記角形電池の間には熱交換気体が通過する第２の
流路が設けられており、前記第１の通路と前記第２の通路が上方から下方に交互に設けら
れており、
　前記側壁部は、隣り合う二つの前記角形電池のそれぞれの前記小面積側面と対向するよ
うに配置され、前記側壁部は開口を有し、前記開口により前記第１の通路及び前記第２の
通路の少なくとも一方が露出している組電池が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一態様の組電池においては、角形電池の小面積側面をセパレータの側壁部で覆
うことが可能となる。したがって、車両等の事故により組電池に強い衝撃が加わった場合
でも、角形電池に直接衝撃が加わることを防止できる。また、車両等の事故により組電池
を構成する部品や車両を構成する部品が角形電池の小面積側面を損傷・破壊させ角形電池
に異常を生じさせることを効果的に防止できる。
【０００９】
　また、本発明の一態様の組電池においては、セパレータと角形電池の間に熱交換気体が
流れる通路が形成されており、セパレータの側壁部に設けられた開口により通路が露出し
ている。したがって、通路内に熱交換気体を流入させることができ、角形電池を効率的に
冷却することができる。さらに、セパレータの本体部が垂直部と水平部が交互に設けられ
たコルゲート状部を有するため、本体部の両面に凸部を設ける形態のセパレータを用いる
場合（図１２参照）に比べ、熱交換気体が流れる通路の幅（セパレータの本体部と角形電
池の大面積側面の間の距離）を大きくすることが可能となる。これにより、熱交換気体が
通路にスムーズに流れ込み、通路内をスムーズに流れるようになるため、より効率的に角
形電池を冷却することが可能となる。よって、本発明の一態様の組電池は、高い角形電池
の冷却性能を有し、且つ高い信頼性を有する組電池となる。なお、本願において「縦方向
」とは、角形電池の底面に対して垂直な方向を意味し、「横方向」とは、角形電池の底面
に平行な方向を意味する。
【００１０】
　本願において、側壁部に設けられる開口は一つでもよく、複数でもよい。側壁部に設け
られる開口が一つの場合、この一つの開口から第１の通路及び第２の通路が露出するよう
にする。但し、側壁部に複数の開口が設けられる形態がより好ましい。この場合、一つの
開口から第１の通路及び第２の通路が露出するようにしてもよい。あるいは、一つの開口
から第１の通路又は第２の通路が露出するようにし、第１の通路が露出する開口と、第２
の通路が露出する開口をそれぞれ設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態に係る組電池に用いられる角形電池の斜視図である。
【図２】実施形態に係る組電池の斜視図である。
【図３】図３Ａは実施形態に係る組電池の側面図であり、図３Ｂは実施形態に係る組電池
の平面図である。
【図４】実施形態に係る組電池に用いられるセパレータの斜視図である。
【図５】図５Ａはセパレータの正面図であり、図５Ｂは左側の側面図であり、図５Ｃは右
側の側面図である。
【図６】図６Ａは図５ＡにおけるＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図であり、図６Ｂは、図６Ａ
の拡大図である。
【図７】図３ＢにおけるＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿った断面図である。
【図８】図７におけるＶＩＩＩ部分の拡大図である。
【図９】図９Ａは図８におけるＩＸＡ－ＩＸＡ線に沿った断面図であり、図９Ｂは図８に
おけるＩＸＢ－ＩＸＢ線に沿った断面図である。
【図１０】図３ＡにおけるＸ部分の拡大図である。
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【図１１】図１１Ａは図５ＡのＸＩ－ＸＩ線に沿った断面図であり、図１１Ｂは図５Ａに
おける底部近傍の拡大図である。
【図１２】本体部の両面に凸部が形成されたセパレータを示す図である。
【図１３】図９Ｂの開口近傍の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に本発明の実施形態を図面を用いて詳細に説明する。ただし、以下に示す実施形態
は、本発明の技術思想を理解するために例示するものであって、本発明をこの実施形態に
特定することを意図するものではない。
【００１３】
　図１は、実施形態に係る組電池１０に用いられる角形電池１の斜視図である。角形電池
１は、アルミニウム等からなる金属製の角形外装体２の内部に正極板及び負極板を有する
電極体を電解質とともに収納している。角形外装体２は、一対の大面積側面２ａ、一対の
小面積側面２ｂ、及び底部２ｃを有する角形の有底筒状である。角形外装体２の開口は、
封口板３により封止されている。封口板３には正極端子４及び負極端子５がそれぞれ設け
られている。正極端子４は正極板に電気的に接続されており、負極端子５は負極板に電気
的に接続されている。正極端子４と封口板３の間、負極端子５と封口板３の間にはそれぞ
れ樹脂製の絶縁部材６、７が介在している。封口板３には、角形外装体２の内部の圧力が
所定値以上となったときに破断し、角形外装体２の内部のガスを外部に排出するガス排出
弁８が設けられている。また、電解液を注液するための注液孔が設けられており、注液後
、この注液孔は封止栓９により封止される。なお、角形電池１としては、リチウムイオン
二次電池等の非水電解質二次電池を用いることが好ましい。
【００１４】
　図２、図３Ａ及び図３Ｂに示すように、組電池１０では一対のエンドプレート１１の間
に複数の角形電池１がセパレータ１２を介して積層されている。一対のエンドプレート１
１にはそれぞれバインドバー１３が接続され、一対のエンドプレート１１及びバインドバ
ー１３により、積層された複数の角形電池１が拘束された状態とされる。バインドバー１
３の本体部１３ａは組電池の側面に配置されている。バインドバー１３の本体部１３ａに
は開口１３ｃが設けられている。隣接する角形電池１の正極端子４と負極端子５がバスバ
ー１４により電気的に接続されている。隣接する角形電池１同士は、それぞれの大面積側
面２ａがセパレータ１２を介して対向するように配置される。セパレータ１２は本体部１
２ａを有し、この本体部１２ａが隣接する二つの角形電池１の間に配置される。したがっ
て、本体部１２ａの一方の面が一方の角形電池１の大面積側面２ａと対向し、本体部１２
ａの他方の面が他方の角形電池１の大面積側面２ａと対向する。
【００１５】
　図４、図５Ａ～Ｃ、図６Ａ及び図６Ｂに示すように、セパレータ１２は本体部１２ａ、
側壁部１２ｂ、底部１２ｃ、及び上壁部１２ｄを有する。
【００１６】
　セパレータ１２の本体部１２ａは、コルゲート状部を有し、縦方向に延びる垂直部１２
ａ１と横方向に延びる水平部１２ａ２が上方から下方にかけて交互に形成されている部分
を有する。垂直部１２ａ１は略長方形であり、その長辺が本体部１２ａの幅方向に延びる
ように配置される。そして、垂直部１２ａ１は角形電池１の大面積側面２ａと直接あるい
は絶縁シート等を介して接するように配置される。水平部１２ａ２は上方に位置する垂直
部１２ａ１と下方に位置する垂直部１２ａ１を繋ぐよう設けられている。垂直部１２ａ１

の下端部に水平部１２ａ２の一方の端部が接続され、水平部１２ａ２の他方の端部に下方
に位置する垂直部１２ａ１の上端部が接続されている。これにより、本体部１２ａの一方
の面には、本体部１２ａの幅方向に延びる凹部１８が間隔をおいて複数設けられることに
なる。そして、凹部１８により本体部１２ａと角形電池１の間に本体部１２ａの幅方向に
延びる隙間が形成され、この隙間が熱交換媒気体の通路１６となる。凹部１８により隙間
が形成される領域と、本体部１２ａと角形電池１が接し隙間が形成されない領域が、上方
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から下方にかけて交互に形成される。本体部１２ａの他方の面においても、本体部１２ａ
の幅方向に延びる凹部１８が間隔をおいて複数設けられていることになる。ここで、本体
部１２ａの他方の面における凹部１８は、本体部１２ａの一方の面において本体部１２ａ
と角形電池１が接し隙間が形成されない領域に対応する領域に形成される。
【００１７】
　図７及び図８に示すように、本体部１２ａの一方の面側に形成される熱交換気体の通路
（第１の通路１６ａ）と、本体部１２ａの他方の面側に形成される熱交換気体の通路（第
２の通路１６ｂ）が、上方から下方にかけて交互に形成されることになる。
【００１８】
　セパレータ１２の本体部１２ａがこのような形状を有すると、角形電池１同士の間隔が
同じ場合、図１２に示すように本体部１２ａの両面に凸部２０を設ける場合よりも各通路
１６の幅（本体部１２ａと角形電池１の大面積側面２ａの間の距離）を大きくすることが
できる。これにより、通路１６に熱交換気体が流れ込み易くなる。また、通路１６内で熱
交換気体が流れ易くなる。したがって、角形電池１をより効率的に冷却できる。また、第
１の通路１６ａと第２の通路１６ｂが、上方から下方にかけて交互に形成されることによ
り、角形電池１の両面を均一に冷却することができる。
【００１９】
　なお、図６Ｂに示すように、水平部１２ａ２の縦方向の厚みＴ２は、垂直部１２ａ１の
横方向の厚みＴ１よりも大きいことが好ましい。これにより、通路１６の幅を広くするこ
とができると共に本体部１２ａの強度を高くすることが可能となる。角形電池１が充放電
により膨張し、セパレータ１２を押圧しても、セパレータ１２が大きく変形し、熱交換気
体の通路１６が潰れることを確実に防止できる。また、本体部１２ａの幅方向の端部には
、本体部開口１７が形成されている。本体部開口１７が形成されていると、通路１６内に
熱交換気体がスムーズに流れ込み、圧力損出を低減することができる。
【００２０】
　図４及び図５に示すように、セパレータ１２の本体部１２ａの幅方向の両端には、一対
の側壁部１２ｂが形成されている。側壁部１２ｂは、角形電池１の積層方向に延びるよう
に配置される。側壁部１２ｂは、角形電池１の積層方向において、本体部１２ａから一方
へ突出する第１領域１２ｂ１と、本体部１２ａから他方へ突出する第２領域１２ｂ２を有
する。第１領域１２ｂ１は、本体部１２ａの一方の面側に位置する角形電池１（第１の角
形電池）の小面積側面２ｂと対向するように配置される。また、第２領域１２ｂ２は、本
体部１２ａの他方の面側に位置する角形電池１（第２の角形電池）の小面積側面２ｂと対
向するように配置される。セパレータ１２の側壁部１２ｂの端部は、隣接するセパレータ
１２の側壁部１２ｂの端部と接するようにすることが好ましい。セパレータ１２の側壁部
１２ｂは、本体部１２ａと同一の材質からなり、セパレータ１２の側壁部１２ｂにおいて
隣接するセパレータ１２の端部と接する部分も本体部１２ａを構成する材質と同一の材質
とすることが好ましい。
【００２１】
　セパレータ１２の側壁部１２ｂには、開口１５が設けられている。この開口１５は、第
１領域１２ｂ１と第２領域１２ｂ２の両方に跨るように形成される。開口１５は、側壁部
１２ｂの外側と通路１６を繋ぐように形成される。図９Ａ及び図９Ｂに示すように、本体
部１２ａの幅方向における一方端側の側壁部１２ｂに設けられた開口１５、通路１６ａな
いし１６ｂ、及び本体部１２ａの幅方向における他方端の側壁部１２ｂに設けられた開口
１５が繋がるように形成される。これにより、一方の開口１５から通路１６内に熱交換気
体を流入させ、他方の開口１５から熱交換気体を排出できる。
【００２２】
　なお、一つの開口１５により、第１の角形電池の小面積側壁２ｂと第２の角形電池の小
面積側壁２ｂの両方が露出するようにすることが好ましい。気体が広い空間から狭い空間
に流れ込むとき、気体の流速が変化する。そして、気体が流れる流路の断面積の変化が急
になるほど、気体の流速が大きく変化し、気体がスムーズに流れ難くなる可能性がある。



(7) JP WO2015/162938 A1 2015.10.29

10

20

30

40

50

これに対し、一つの開口１５により、第１の角形電池の小面積側壁２ｂと第２の角形電池
の小面積側壁２ｂの両方が露出する形態であると、図１３に示すように、開口１５から通
路１６にかけて熱交換気体の流路の断面積を徐々に小さくすることができる。したがって
、このような形態であると、気体の流速が大きく変化することなく、熱交換気体がスムー
ズに流れるようになる。また、図１３に示すように、角形電池１の角形外装体２において
、大面積側面２ａと小面積側面２ｂを繋ぐ部分にＲ部が形成されていることが好ましい。
これにより、開口１５から通路１６にかけて熱交換気体の流路の断面積をよりスムーズに
変化させることができる。
【００２３】
　側壁部１２ｂには複数の開口１５が縦方向に一列に配列される。そして、図１０に示す
ように、第１の通路１６ａに繋がる開口１５と、第２の通路１６ｂに繋がる開口１５が、
上方から下方にかけて交互に配列される。これにより、角形電池１をより均一に冷却する
ことが可能となる。
【００２４】
　開口１５の縁部には、Ｒ部が設けられていることが好ましい。これにより、通路１６内
に熱溶媒気体が流入しやすくなる。また、隣接する開口１５同士を隔てる区画壁１９は、
その奥行きの厚みが、縦方向の厚みよりも大きいことが好ましい。これにより、通路１６
の断面積を大きくするとともに、セパレータ１２の強度を高く保つことが可能となる。
【００２５】
　バインドバー１３は、組電池１０の側面に配置されることが好ましい。また、バインド
バー１３は、本体部１３ａと、本体部１３ａの上端部と下端部にそれぞれ形成された折れ
曲がり部１３ｂを有することが好ましい。本体部１３ａは組電池１０の側面に対向するよ
うに配置され、本体部１３ａの上端部に形成された折れ曲がり部１３ｂが組電池１０の上
面に配置され、本体部１３ａの下端部に形成された折れ曲がり部１３ｂが組電池１０の下
面に配置される。但し、折れ曲がり部１３ｂは、本体部１３ａの上端部のみに設けるよう
にしても良い。バインドバー１３が組電池１０の側面に配置された形態では、バインドバ
ー１３に外側から角形電池１の小面積側面２ｂの方向に圧力が加わった場合、バインドバ
ー１３が変形し角形電池１の小面積側面２ｂに接触する虞がある。そして、通常、角形外
装体２及びバインドバー１３はそれぞれ金属製であるため、バインドバー１３が複数の角
形電池１の小面積側面２ｂに接触すると、バインドバー１３を介して複数の角形電池１の
角形外装体２同士が短絡する虞がある。しかしながら、実施形態に係る組電池１０におい
ては、セパレータ１２が側壁部１２ｂを有し、且つ側壁部１２ｂに開口１５を設け、熱交
換気体が開口１５を通じて通路１６に流れ込む形態とすることで、通路１６内へ熱交換気
体が流れ込み易くしたままで、角形電池１の小面積側面２ｂのより多くの部分を側壁部１
２ｂで覆うことが可能となる。よって、角形電池１の冷却効率を低下させることなく、バ
インドバー１３を介する短絡が防止された信頼性の高い組電池となる。なお、セパレータ
１２の側壁部１２ｂの高さは、角形電池１の小面積側面２ｂの高さよりも大きくすること
が好ましい。そして、角形電池１の小面積側面２ｂの面積の６０％以上、より好ましくは
７０％以上がセパレータ１２の側壁部１２ｂに覆われていることが好ましい。また、バイ
ンドバー１３の折れ曲がり部１３ｂは、セパレータ１２に当接するように配置することが
好ましい。
【００２６】
　図４、図１１Ａ及び図１１Ｂに示すように、セパレータ１２は底部１２ｃを有すること
が好ましい。底部１２ｃは、本体部１２ａの下端に形成され、角形電池１の積層方向に延
びるように形成される。底部１２ｃは角形電池１の底面２ｃと対向するように配置される
。本体部１２ａの一方の面側において、本体部１２ａの幅方向の一方側に底部第１領域１
２ｃ１が設けられ、他方側に底部第２領域１２ｃ２が設けられる。図１１Ｂに示すように
、底部第１領域１２ｃ１は、底部第２領域１２ｃ２よりも僅かに上方に位置する。また、
角形電池１の積層方向において、本体部１２ａから底部第２領域１２ｃ２の端部１２ｅ２

までの距離Ｌ２は、本体部１２ａから底部第１領域１２ｃ１の端部１２ｅ１までの距離Ｌ
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１よりも大きい。これにより、組電池の状態となったとき、セパレータ１２の底部第１領
域１２ｃ１の下面側に、隣接する他のセパレータの底部第２領域１２ｃ２が配置され、一
方のセパレータ１２の底部第１領域１２ｃ１と他方のセパレータ１２の底部第２領域１２
ｃ２が重なるように配置される。また、セパレータ１２の底部第２領域１２ｃ２の上面側
に、隣接する他のセパレータの底部第１領域１２ｃ１が配置され、一方のセパレータ１２
の底部第２領域１２ｃ２と他方のセパレータ１２の底部第１領域１２ｃ１が重なるように
配置される。このように、隣接するセパレータの底部１２ｃ同士がお互いに嵌合するよう
に接続される。
【００２７】
　このような構成によると、結露等により組電池が配置される床面に水が生じた場合でも
、結露水がセパレータ１２同士の隙間を通って角形電池１の底面側に浸入することを防止
できる。このため、角形電池１の角形外装体２を絶縁フィルム等で覆わなくても、結露水
を介した角形電池１の角形外装体２間の短絡を防止できる。なお、底部第２領域１２ｃ２

のうち、端部１２ｅ２から本体部１２ａの方向に距離Ｌ２の１／３以上の領域、より好ま
しくは４／１０以上の領域が、他のセパレータ１２の底部第１領域１２ｃ１と重なるよう
にすることが好ましい。これにより、結露水の浸入をより効果的に防止できる。
【００２８】
　なお、角形電池１の積層方向における底部第２領域１２ｃ２の端部には、本体部１２ａ
からの距離が徐々に小さくなる傾斜部１２ｆが設けられている。これにより、隣接するセ
パレータ１２同士が、それぞれの傾斜部１２ｆ同士が接触するように接続されるため、組
電池の組み立て時に引っかかりがなくスムーズに接続できる。例えば、傾斜部１２ｆが形
成されておらず端部が本体部１２ａに対して垂直方向に延びる形状の場合、セパレータ１
２の底部１２ｃ同士が、組電池の組み立て時に引っかかりスムーズに接続できない虞があ
る。
【００２９】
　図１１Ａに示されるように、セパレータ１２の底部１２ｃは平面視で、本体部１２ａの
幅方向の中心部を対称中心Ｃとして点対称となる形状を有していることが好ましい。本体
部１２ａの一方の面側には、底部第１領域１２ｃ１と底部第２領域１２ｃ２が形成されて
いる。そして、本体部１２ａの他方の面側にも、底部第１領域１２ｃ１と底部第２領域１
２ｃ２が形成されている。本体部１２ａの一方の面側に位置する底部第１領域１２ｃ１は
、本体部１２ａを介して、他方の面側に位置する底部第２領域１２ｃ２と対向するように
形成される。また、本体部１２ａの一方の面側に位置する底部第２領域１２ｃ２は、本体
部１２ａを介して、他方の面側に位置する底部第１領域１２ｃ１と対向するように形成さ
れる。これにより、隣接するセパレータ１２の底部１２ｃ同士が容易に嵌合する。
【００３０】
　図４に示されるように、セパレータ１２は本体部２ａの上端に上部壁１２ｄを有する。
この上部壁１２ｄは角形電池１の封口板３と対向するように配置される。上部壁１２ｄに
おいて、正極端子４、負極端子５及びガス排出弁８と対向する位置には開口や切り欠きが
設けられている。なお、スペーサ１２においてガス排出弁８に対向する位置及びその周辺
に上部壁１２ｄを設けないようにしてもよい。
【００３１】
　［その他］
　セパレータの材質は特に限定されないが、電気絶縁性を有することが好ましく。特に樹
脂製であることが好ましい。セパレータは、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポ
リアミド（ＰＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリプロピレン（ＰＰ）等からなること
が特に好ましい。角形外装体が金属製である場合、角形外装体の外面を樹脂フィルム等で
覆うようにしてもよい。したがって、本発明において角形外装体の小面積側面とセパレー
タの側壁部は直接対向する必要はなく、角形外装体の小面積側面とセパレータの側壁部が
樹脂フィルム等を介して対向するようにしてもよい。熱交換気体の種類は特に限定されな
いが、空気を用いることが好ましい。また、熱交換気体として冷却気体を流す代わりに、
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暖かい気体を通路に流し角形電池１を加熱することもできる。この場合、本発明によると
角形電池１を効率的に加熱することが可能となる。本願に記載の組電池は、車両に用いら
れることが特に好ましい。
【符号の説明】
【００３２】
１…角形電池　
２…角形外装体　　２ａ…大面積側面　　２ｂ…小面積側面　　２ｃ…底面
３…封口板　　　　４…正極端子　　　　５…負極端子　　　　６…絶縁部材
７…絶縁部材　　　８…ガス排出弁　 ９…封止栓　　　　　１０…組電池　　　　１１
…エンドプレート　　
１２…セパレータ　　 
１２ａ…本体部　　　１２ａ１…垂直部　　 　１２ａ２…水平部
１２ｂ…側壁部　　 １２ｂ１…第１領域 　１２ｂ２…第２領域
１２ｃ…底部　　　　
１２ｃ１…底部第１領域　１２ｃ２…底部第２領域　　１２ｄ…上部壁
１２ｆ…傾斜部
１３…バインドバー　
１３ａ…本体部　　 １３ｂ…折れ曲がり部　　１３ｃ…開口
１４…バスバー　　　　１５…開口　　　　
１６…通路　　　　　　１６ａ…第１の通路　　１６ｂ…第２の通路
１７…本体部開口　　　１８…凹部　　　　　　１９…区画壁　　 
２０…凸部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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